
米子市版コ
地　域　と　と　も　に　あ　る　学　校

ミュニティ・スクール推進ビジョン

〇〇中学校区

学　校

米子市立A中学校

米子市立 B小学校

米子市立D小学校

米子市立 C小学校

準備期間（２年間）

学校運営協議会

地域連携担当教員 地域コーディネーター

★子供たちのために，学校と地域がこれまで以上にタッグを組ん
　で，学校だけでは解決できなくなってきた課題を，地域総掛か
　りで解決していく仕組みです。
★この仕組みによって必ずしも新たな負担を増やすわけではなく，
　これまでの地域の方の力を少し整理し，「国の制度」に乗せてお
　借りできるようになる仕組みです。

〇学校側の総合窓口
〇学校運営協議会の運営業
　務等の調整
〇地域住民等による学校支
　援等の地域連携の企画・
　調整　　　　　　…etc

地域学校協働本部

−学校運営に関して協議−
①学校運営の基本方針の承
　認
②学校運営に関する意見
③学校と地域住民等との連携・
　協力の推進　　　　…etc

〇地域側の総合窓口
〇学校支援，放課後の教育
　活動等の地域活動の調整
　やボランティアの確保
〇地域学校協働推進本部等
　に所属　　　　　…etc

−地域住民，団体等により
　緩やかなネットワークを構築−
❶コーディネート機能
❷多様な活動（より多くの
　地域住民の参画）
❸継続的な活動

地　域

連携 協働

コ
地　域　と　と　も　に　あ　る　学　校

ミュニティ・スクール 地域学校協働活動

◆子供たちへのふるさと教育への必要性

◆学校だけの教育や対応の限界

子供たちの ”ふるさとを愛
する心 ”が醸成されるように

子供たちが毎日元気に楽しく
学校に通えるように

子供たちや家庭の課題が
少しでも解決できるように

学校と地域とのつながりが
より強固なものになるように
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